
実施内容報告書 

 

課 題 名 令和７年度特別展「群れる鳥」の開催 

交付番号 ２５０１２ 

機 関 名 埼玉県立自然の博物館 

氏  名 本多里奈（埼玉県立自然の博物館 学芸員） 

 

１.事業の目的 

 埼玉県立自然の博物館では、観光客の来館が多く、自然に興味がない層が観覧すること

も少なくない。本展示では、日常生活で最も目にする機会の多い動物のひとつである鳥類

を扱い、さらに群れという非常に目立つ現象に注目し、幅広い層の来館者に（1）鳥類が

群れを作る理由や、群れの中でのユニークな行動生態に興味関心を持ってもらうこと、

（2）一見不気味にも見える現象や行動にも意味があることを知ってもらうこと、（3）鳥

の群れを通して、地域の自然の多様性を知ってもらうことを目指す。 

 

２.事業概要 

（１）名  称 特別展「群れる鳥」 

（２）会  期 令和７年１０月２５日（土）～令和８年２月２３日（月・祝） 

（３）会  場 埼玉県立自然の博物館 ２階 企画展示室 

（４）資料点数 ８９点（うち借用資料１９点） 

（５）展示概要  

夕方の空を覆いつくすカラス、水辺に集まる美しいハクチョウ。鳥の群れは、ときに

恐怖を、時に感動を私たちに与えてくれる。しかし、鳥は私たちの感情を揺さぶるた

めに群れをつくっているわけではない。鳥はなぜ群れをつくるのか？その秘密や、群

れならではのユニークな行動・生態に迫る。 

（６）展示構成 

  ①人と鳥の群れ 

人が鳥の群れをどのようにとらえてきたかを、文化・芸術的な視点から紹介。 

②旅する群れ 

渡りや群れで渡りをおこなう鳥を紹介。 

③眠る群れ 

群れで眠る理由やメカニズムを紹介。 

④お食事の群れ 

採餌のために形成される群れの複雑な関係性や多様な行動生態を紹介。 

⑤愛の群れ 

つがい形成期や繁殖期に形成される群れの多様な行動生態を紹介。 



（７）印 刷 物 

ポスター   B2版 ４色刷りカラー       ,    ３５０部 

チラシ    A4判 両面４色刷りカラー       １５,０００部 

展示解説書  A4判 ４色刷りカラー          １,３００部 

（８）関連グッズ 

オリジナルサコッシュ                  ２００個 

布製缶バッチ（５種）                 各１４０個 

 

３．実施内容 

（１）資料の作成 

 本展示では、主に鳥類の生態や行動を扱った。しかし、生物の生態・行動は一般的

な剥製や標本を見てもらうだけでは、来館者に理解してもらうことができない。そこ

で、ジオラマ風の本剥製を作製し、資料を見ただけで鳥類の生態をイメージしてもら

えるようにした。また、野外では見る機会の少ない鳥類の姿を紹介する目的で、繁殖

期に集団繁殖を行う種のヒナの本剥製を作製した。 

 

 

ハクセキレイの集団ねぐらを模したジオラマ風本剥製。電柱に形成されたねぐ

らを模している。ハクセキレイの姿勢やねぐらの状況（糞の付き具合など）を

忠実に再現した。③眠る群れで展示した。 

 



 

カラ類の混群を模したジオラマ風本剥製。秋の広葉樹林を模している。当館周

辺で見られる混群について、種構成、各種の生態を忠実に再現した。④お食事

の群れで展示した。 

 

 

カワウのヒナの本剥製。ヒナ特有の綿羽が観察できる。また、カワウのヒナに

は鼻の孔があるが、これは成長と共に消失する。成鳥と展示することで、形態

を比較することもできるようにした。⑤愛の群れで展示した。 



（２）展示の実施 

  各章における主な展示内容は以下のとおりである。 

①人と鳥の群れ 

鳥の群れに影響を受けた文化、美術、文

学作品などを紹介した。自然史系の展示

では、最初に自然物の概要などを紹介

し、人との関係に関する内容は最後に扱

うことが非常に多い。しかし本展示で

は、鳥の群れが身近な存在であることを

実感してほしい、狭い分野かつ専門的な

内容に対して最初から忌避感をもって

ほしくない、などの意図から、人との関係に関する内容を最初の章にした。 

    【主な展示物】 

  ・ハシブトガラス（本剥製）、『カラスのいる麦畑』（絵画）、千羽鶴：不吉の象徴と

してのカラス、平和の象徴である鶴など、象徴として扱われている群れを紹介。 

  ・タンチョウ（本剥製）、『群鶏図』（絵画）、『秋塘群雀図』（絵画）、『みにくいあひ

るの子』（書籍）、千鳥格子（模様）：作品の主題となった鳥や、鳥の群れに影響

を受けて作成・命名された製作物を紹介。 

  ・『海苔干し』（絵画）、『名所江戸百景・よし原日本堤』（絵画）：作品の背景に描か

れている鳥の群れを紹介。 

②旅する群れ 

 群れを形成して渡りをおこなう鳥を紹

介した。また、群れを形成する理由（親

が子に渡り経路を伝える、希釈効果な

ど）をイラストや写真を用いて解説し

た。また、県内で渡りを観察できるスポ

ットをパネルで紹介した。 

【主な展示物】 

・コハクチョウ（本剥製）、オナガガモ（飛翔形本剥製）：群れで得られる主な利益に

ついて、埼玉県で見られる種の資料を用いながら紹介。 

・ノスリ（本剥製）、ハチクマ（本剥製）、サシバ（本剥製）、ハリオアマツバメ（本

剥製）、ヒヨドリ（本剥製）：タカの渡りと、同時期に見られる渡り鳥について、埼

玉県で見られる種の資料を用いながら紹介。 

③眠る群れ 



 集団でねぐらを形成する鳥を紹

介した。また、群れで眠る理由

（情報センター仮説など）や集

団ねぐらの形成プロセスをイラ

ストや写真を用いて解説した。

また、県内で集団ねぐらを観察

できるスポットをパネルで紹介

した。 

    【主な展示物】 

  ハクセキレイ（ジオラマ風本

剥製）ムクドリ（本剥製）、ハシボソガラス（本剥製）、ダイサギ（本剥製） 

④お食事の群れ 

 群れをつくって採食する鳥と、

集団採食をする鳥を紹介した。

また、群れで採食する理由（警戒

頻度の削減など）や、群れの中で

生じる種間関係などを写真を使

って解説した。 

    【主な展示物】 

  ・スズメ（本剥製）：群れで採食

する利益を、身近な種の資料

を用いながら紹介。 

・ハシビロガモ（本剥製）、カワウ（本剥製）：集団採食を紹介。 

・カラ類混群（ジオラマ風本剥製）、シジュウカラ（本剥製）、コガラ（本剥製）、

エナガ（本剥製）：群れの中で生じる複雑な種間関係を紹介。また、混群をつく

る種を紹介。 

⑤愛の群れ 

つがいの形成や繁殖を群れで行

う鳥を紹介し、その中で見られる

行動や繁殖システム（レック、コ

ロニー、一夫多妻、ヘルパーなど）

を写真やイラストを用いて紹介

した。併せて、埼玉県にかつて存

在した特別天然記念物「野田のさ

ぎ山」をパネルや写真資料などを

用いて解説した。 



    【主な展示物】 

  ・エリマキシギ（本剥製）、オオジシギ（本剥製）、コガモ（本剥製）、オナガガ

モ（本剥製）：特殊な求愛行動について、その方法や利点を解説 

  ・カワウ（成鳥、本剥製）、カワウ（ヒナ、本剥製）、イワツバメ（本剥製）、エ

ナガ（本剥製、巣標本）：集団繁殖や共同繁殖について、利点や単独営巣との

違いを解説。 

・『鷺山之記并歌』（絵巻物）、鷺山タワー入場チケット（半券）：特別天然記念物

「野田のさぎ山」について、コロニーの形成経緯、登録と解除の経緯を紹介。 

 

（３）関連事業の実施 

   展示で扱った内容についてより理解を深めてもらうために、関連事業を実施した。 

  ①観察・講演会「鳥はなぜ集まるのか」 

   観察会と講演会を通して、鳥類が群れをつくる理由を学ぶ 

   実 施 日：令和７年１２月１３日（土） 

   参加者数：３４組６０名 

   講  師：上田恵介氏（立教大学名誉教授、日本野鳥の会会長） 

   満 足 度：全般１００％、運営９８％、時期１００％、場所９７％ 

②自然史講座「ハクチョウのモビールを作ろう」 

 座学と工作を通して、身近なハクチョウの群れの秘密を学ぶ 

   実 施 日：令和８年１月３１日（土） 

   参加者数：８組１３名 

   満 足 度：全般１００％、運営１００％、時期１００％、場所１００％ 

③ミュージアムトーク（展示解説） 全４回 

   令和７年１１月１６日 参加者数：４０名 

   令和７年１２月２８日 参加者数：４６名 

   令和８年 １月１８日 参加者数：２９名 

令和８年 ２月 １日 参加者数：１７名 

 

４．本事業の評価と成果 

 本特別展は、９９日の実施期間中に２０,３６９人の方に観覧いただくことができた。

来館者を対象に実施しているアンケートの結果は、満足度が８６％※だった。アンケー

トには、「限られた展示スペースながらかなりの情報が詰められており見応えがあった。

また、合わせて書籍の販売を行ってる点は大変ありがたい」（20代）、「初めて知ること

が沢山あり、知的好奇心が満たされて面白かったです。剥製も多く説明も親切で丁寧だ

と感じました。」（20 代）、「解説がいい。おもしろいと紹介されたので、見に来た甲斐

があった。」（40代）、など、解説・学びに対する好意見が多く、群れる鳥の行動や生態



を知ってほしいというこちらの意図が伝わったと思われる。また、専門的な内容のため

低年齢層からの評価が懸念されたが、「鳥がすきだったから（10歳以下・２０代・４０

代・５０代）」、「たくさんの鳥がいて、とても楽しめました（10 歳以下）」、「よく見る

とりもあってたのしかった。」（10 歳以下）という意見をいただき、幅広い年代の方が

鳥に興味をもっていることを実感しつつ、見知った作品や種を扱ったこちらの工夫に

効果があったことが伺えた。 

 鳥類に関する展示は様々な博物館・美術館で実施されてきたが、群れに着目した展示

はおそらく本特別展が初である。この点についても、「鳥が好きなので、今までにない

切り口の展示を楽しめました。」（50代）などの意見をいただき、挑戦的な内容ではあ

ったが、それを好意的に受け取っていただけたことが伺えた。 

  ※１３５名の回答。５段階評価で上位２評価（「すごく満足した」「満足した」）の割合。 

 


